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高等部３組 校内実習について 

  高等部３組では、毎年１学期に校内実習を実施しています。校内実習は模擬的に働く環境を再現するも

ので、今年度も６月１７日（月）～２１日（金）までの５日間、午前・午後と一日を通して作業学習に取り

組みました。今回、現場実習期間と重なってしまった生徒が３名いましたが、他の生徒は校内実習に参加し

ました。 

校内実習の特に大きなねらいは以下の 3点とし、生徒と確認し、学習に取り組みました。 

 

 

 

 

 校内実習での作業は、今年もレザー製品の製作を行いました。革を裁断するところから、穴あけ、色塗り、

仕上げなどの様々な工程を分担し、最終的にお客様に喜んでいただけるような製品に仕上げていきました。 

今回の製品は７/1～７/15 まで国立駅の「もののわ」にて販売されることもあり、納期も意識しながら取り

組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この期間は校内実習日誌を使って、その日の作業の様子を記入したり、保護者との連絡を行ったりしまし

た。インターンシップや現場実習で事業所と毎日やり取りをする際に使用するものを、そのまま使用しまし

た。これは、生徒、保護者に実際の場面で使用する前に慣れてもらうこともねらいにしています。  

 今回の校内実習期間中、挨拶・返事・報告・確認など、社会に出た時に必要とされる基本的な働く姿勢に

ついて、実践を通して学びました。１年生にとっては初めての校内実習でしたが、今までは経験のなかった

新しい作業工程にも取り組み、できる仕事の範囲も広がりました。集中力の向上もはっきりと見られました。

２・３年生は、どの作業も手本となって取り組めました。自分から工夫を提案する等の様子も見られました。

後輩に優しく作業を教えたりする場面もあり、大きな成長を感じました。 

この学びを、２学期以降のインターンシップや現場実習の実践で役立ててほしいと思います。 

小学部第５学年 校外学習(就業体験)（知的障害教育部門） 

 ７月４日（木）に就業体験として、立川市クリーンセンター「たちむにぃ」へ行きました。立川市クリー

ンセンターは、令和５年３月１日より本格稼働として運営を開始した新しい施設で、可燃ごみの処理施設で

す。５年生にとって、立川学園での初めての校外学習でしたが、施設内はとてもきれい、かつ静かで、落ち

着いた雰囲気の中でゆっくり見学をすることができました。 

 

 

 

東京都立立川学園 進路・キャリア支援部だより ７月号    

 令和６年７月１９日 

東京都立立川学園校長 

      市川 裕二 

・自分の仕事に責任をもって最後までやり遂げる。 

 ・長い時間集中して作業する。 

 ・ビジネスマナーを意識する。 

  

←初めに、入口にある「たちむにぃ」のロゴの前で記念写真を撮

りました。ロゴは立川市と都内の大学とが協働事業として作成さ

れた親しみやすいマークとなっており、子供たちも興味津々で見

ていました。また、エントランスホールには、多摩産材が壁一面

に敷き詰められており、廃材から作られたことに「すごい！」と

驚く子供の様子も見られました。 

→見学が始まりました。実際に出ていたご

みの重さを体験しました。(左写真)平成１

９年度のごみの量と比べると、とても軽く

なっていることが分かりました。 

 ごみピット(右写真)では、ごみがよく燃

えるように、何度も掴んで持ち上げ、落と

すことで塊をほぐしていました。ごみを掴

んで持ち上げるクレーンの迫力に、二人と

も視線が釘付けでした。時間になるまでそ

の場から動かずに夢中で見ていました。 

←見学後半は、焼却炉の中の様子をプロジェクターの映像

で観ました。床に炎や灰が映し出される様子に興味津々。

「もう一度、観たい！」と声が上がるほどでした。 

  

 

 他にも、中央制御室でごみが燃えている様子を監視して

いる職員の方の仕事を見ました。ごみが燃える画面を指差

しながら、仕事をしている姿を見学することができました。

また、「施設の物に触らない」や「先生と一緒に見学する」

等の約束を守った上で活動することもできました。 

 見るものが初めてのものばかりで、終始様々なものに視

線を向けながら見学することができ、充実した就業体験に

なりました。 

  

 


